
城南火の君太鼓　会長　上田美恵子さん（５９）
宮地獅子舞保存会　会長　中口　優さん（５５）
城南火の君太鼓　副会長　住本祐樹さん（２８）

地域伝統の獅子舞が約60年ぶりに復活　！

年
あ
ま
り
途
絶
え
て
い
た
伝

統
の
獅
子
舞
を
復
活
さ
せ
た
、

６０
城
南
町
の
「
宮
地
獅
子
舞
保
存
会
」
会

長
の
中
口
優
さ
ん
。
地
域
の
消
防
団

や
防
犯
協
会
の
会
長
も
務
め
る
な
ど
、

積
極
的
に
地
域
活
動
に
取
り
組
む
供
ま

ち
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
僑
で
す
。

　
3
年
前
、
老
人
会
主
催
の
敬
老
会

で
「
昔
を
思
い
出
し
て
も
ら
え
る
出
し

物
を
」
と
考
え
、
か
つ
て
同
町
の
七
所

宮
（
し
ち
し
ょ
う
ぐ
う
）
に
奉
納
さ
れ

て
い
た
獅
子
舞
を
披
露
し
た
の
が
、

保
存
会
結
成
の
き
っ
か
け
。
し
か
し
、

当
時
の
資
料
は
一
切
残
っ
て
お
ら
ず
、

供
復
活
僑
は
手
探
り
で
し
た
。

獅
子
舞
を
通
じ
て
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
や
交
流
が
増
え
れ
ば

催
す
る
な
ど
、
獅
子
舞
の
浸
透
と
担

い
手
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
中
口
さ
ん
ら
は
、
復
活
し

た
獅
子
舞
を
通
し
て
「
地
域
に
新
た
な

お囃子に合わせ、時に勇壮に、時にユーモラスに

舞う獅子たち
城南まちづくりセンター

松村竜一
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●城南まちづくりセンター　緯0964（28）2260

お問い
合わせ

「まち・ひと・つながる」の紙面への感想を

はじめ、まちづくりに関するアイデア、相談

など左記にお寄せください。

［写真左から］

人
と
人
の
つ
な

が
り
や
、
世
代

間
の
交
流
が
生

ま

れ

て

ほ

し

い
」
と
の
思
い

を
胸
に
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

城南町歴史民俗資料館に保管され

ていた、当時の獅子頭を使用

地域担当職員からひと言

口
さ
ん
は
、
踊
り
や
お
囃
子

（
は
や
し
）
を
、
親
交
の
あ
っ

中
た
地
元
の
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
城
南
火

の
君
太
鼓
」
会
長
の
上
田
美
恵
子
さ
ん

に
依
頼
。
副
会
長
の
住
本
祐
樹
さ
ん

が
、
県
内
外
の
獅
子
舞
を
参
考
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
完
成
さ
せ
、
昨
年
か
ら

七
所
宮
へ
の
奉
納
も
再
開
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
伝
統
芸
能
を
新
し
い
形
で

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
」
と

話
す
中
口
さ
ん
。
現
在
、
踊
り
手
は
、

地
元
の
消
防
団
員
や
城
南
火
の
君
太

鼓
の
子
ど
も
た
ち
が
中
心
で
す
が
、

「
関
わ
る
人
を
少
し
で
も
増
や
す
こ

と
が
、
長
く
続
け
る
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
、
地
域
の
小
学
校
で
教
室
を
開

　宮地獅子舞の復活をはじめ、近年、

城南町ではこれからの地域活動を担う

若い世代が、地域行事の復活や保存な

どに積極的に取り組んでいます。地域活

動の担い手不足が叫ば

れる中、他の地域でも参

考にできることがきっと

あると思います。


